
演習説明

地域支援の展開

（社福）尾道のぞみ会 地域生活支援センターるり

尾道市障害者サポートセンターはな・はな

主任相談支援専門員 桃谷栄二郎

令和7年度 広島県相談支援従事者現任研修

【演習】グループワーク地域支援の展開 タイムテーブル

時刻 時間 内容

１５：２０ １０ グループワークの説明

１５：３０ １５ インターバル報告書②の報告

１５：４５ ２０
地域変革のためのヒアリングシート

（個人ワーク5分、グループワーク15分）

１６：０５ ２０
インターバル報告書②

地域支援をどのように展開していくか
（個人ワーク5分、グループワーク15分）

１６：２５ 終了



インターバル報告書②の報告

① インターバル期間に、基幹相談支援センター等に
聞き取りを行い『相談支援体制』『(自立支援)協議会』
などについて分かったことを報告する。

② 報告は、1人2分程度。
③ 他の地域の違い等も今後の参考にしてください。

●『市町協議会の役割と社会資源の活用』を参考
●進行はグループ内で決めてください。

使用するもの
⚫ 様式8 インターバル報告書②

⚫ 他の地域での取り組みは参考
になります。

⚫ 時間にゆとりがあるときは、
互いに質問しながら、情報を
深めていきましょう。

この部分を報告



地域変革のためのヒアリングシート

① 導入講義を聞いて、改めてヒアリングシートを見直
して見てください。追記があれば、記入してみてく
ださい(個人ワーク5分)。

② 利用者からみた地域資源、地域アセスメントの視点
について気づいたことを1人2分で報告しあいま
しょう(グループワーク15分)。

⚫ ヒアリングシートは、利用者の視点で地域を見たと
きに、利用者と地域のつながりがどのようになって
いるか気付きを得るためのものです。

使用するもの

⚫ 書式2 地域変革のため
のヒアリングシート

⚫ 地域とのつながりを意
識してみましょう。

⚫ 相談支援専門員の役割
もふりかえりましょう。



地域支援をどのように展開していくか

① 講義『コミュニティワーク』などを参考に、研修終了後、
地域支援についてどのように展開していくかについて
記入(個人ワーク5分)

② 記入したことを1人2分程度で報告し合いましょう(グ
ループワーク15分)。

⚫ 進行をグループ内で決めて進めてください。

使用するもの
⚫ インターバル報告書②を使用

⚫ 困難な状況の中で福祉サー
ビスを利用する人は、地域と
の関係も希薄になっているこ
とも多く、地域とのつながり
を意識することが重要です。

この部分を記入し報告


